
 
 

 
 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

池
之
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文
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技
術
・
環
境
対
策
委
員
会(

北

島
憲
高
委
員
長)

主
催
の
勉
強

会
は
、
二
月
三
日(

土
）
午
前
十

一
時
よ
り
、
三
條
機
械
製
作
所

の
全
面
的
な
ご
協
力
で
開
催
さ

れ
、
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

新
幹
線
や
車
で
現
地
に
集
合
し
、 

初
め
に
北
島
委
員
長
と
三
條
機

械
製
作
所
の
常
務
取
締
役
機
械

本
部
長
の
西
巻
俊
雄
氏
が
挨
拶

を
し
、
こ
の
後
参
加
者
全
員
が 

         
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
          

自
己
紹
介
を
し
、
北
島
委
員
長

よ
り
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

説
明
が
行
わ
れ
、
屋
外
で
記
念

撮
影
を
し
た
後
、
勉
強
会
の
会

場
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。 

同
社
の
間
欠
輪
転
機
「
Ｅ
Ｓ

-

二
〇
〇
」
を
使
用
し
て
、
今
回

の
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
規
定

課
題
を
参
考
に
し
て
、
実
演
が

行
わ
れ
、
調
子
出
し
を
し
な
が

ら
審
査
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
も
し

な
が
ら
、
カ
メ
ラ
や
プ
ロ
ジ
ェ 

        
 

   
 

       ク
タ
ー
を
使
用
し
て
、
細
か
な

点
ま
で
解
説
を
し
ま
し
た
。 

昼

食

休

憩

を

は

さ

ん

で

午

後
か
ら
は
第
二
部
と
し
て
午
前

中
に
印
刷
し
た
サ
ン
プ
ル
を
配

布
し
、
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

基
準
で
修
正
点
を
解
説
し
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

次
に
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
の

「
Ｓ
Ｅ
Ｐ-

三
〇
〇
」
を
使
っ

て
同
じ
も
の
が
刷
ら
れ
、
「
Ｅ

Ｓ-

二
〇
〇
」
と
の
比
較
も
行

わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
希
望
者
が
同
社
の
工
場

見
学
を
行
い
、
タ
バ
コ
の
製
造

用
機
械
設
備
や
鍛
造
部
門
な
ど

も
見
学
し
、
同
社
の
技
術
力
の

高
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

一
行
は
再
び
会
議
室
に
於
い 

て
総
括
を
行
い
、
参
加
者
全
員 

  
 

が
感
想
発
表
を
行
い
、
実
際
に

機
械
を
動
か
し
て
の
勉
強
会
だ

っ
た
の
で
、
非
常
に
参
考
に
な

っ
た
と
い
う
声
が
多
く
、
ラ
ベ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
も
し

た
い
と
い
う
声
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。 

 

最
後
に
北
島
委
員
長
と
三
條

機
械
製
作
所
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、 

こ
の
後
希
望
者
が
懇
親
会
に
参

加
し
、
勉
強
会
は
成
功
裏
に
終

わ
り
ま
し
た
。 

今

回

の

開

催

に

あ

た

っ

て

は
、
三
條
機
械
製
作
所
を
初
め
、

基
材
は
リ
ン
テ
ッ
ク
、
イ
ン
キ

は
Ｔ
＆
Ｋ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
、
版
は
フ

ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
の
各
社
か
ら

ご
提
供
を
頂
き
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組

合

連

合

会

主

催

の

恒

例

の

「
第
二
十
八
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
四
月
二
日

よ
り
応
募
を
開
始
し
ま
す
。 

 

例
年
は
年
次
大
会
が
十
月
の

開
催
の
た
め
、
六
月
か
ら
の
応

募
開
始
で
し
た
が
、
今
回
は
年

次
大
会
が
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
開
催
に

合
わ
せ
て
、
七
月
二
十
三
日
に

開
催
さ
れ
る
た
め
、
応
募
開
始

も
早
ま
り
ま
し
た
。 

■

応
募
資
格 

連

合

会

傘

下

各

協

組

の

組

合
員
・
会
友
に
限
る
。 

■

応
募
規
定 

巻

取

り

原

反

で

印

刷

又

は

加
工
し
、
通
し
回
数
３
回
以
内

で
作
製
し
た
作
品
（
⑦
部
門
は

除
く
自
由
課
題
） 

大
き
さ
は

原
則
と
し
て
Ａ
４
版
以
内
と
す

る
。 

■

応
募
部
門
：
自
由
課
題(

①
～

⑦) ①

レ

タ

ー

プ

レ

ス

印

刷

部

門

（
平
圧
式
凸
版
印
刷
機
） 

②
レ
タ
ー
プ
レ
ス
印
刷
部
門 

（
円
圧
式
・
輪
転
ま
た
は
間
歇 

     

式
凸
版
印
刷
） 

③
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
部
門 

④
複
合
印
刷
部
門
（
２
機
種
以

上
の
印
刷
機
ま
た
は
加
工
機
を

使
用
）
箔
押
し
・
エ
ン
ボ
ス 

 

加
工
な
ど
。 

箔
・
エ
ン
ボ

ス
の
面
積
が
全
体
の

10

％
以

下
の
場
合
は
他
の
部
門
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
で
き
ま
す
。 

コ

ー
ル
ド
箔
使
用
の
場
合
は
そ
の

旨
、
明
記
の
こ
と
。 

⑤
デ
ジ
タ
ル
印
刷
部
門
（
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
・
レ
ー
ザ
ー
プ
リ

ン
タ
他
） 

⑥
そ
の
他
の
部
門
（
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
・
フ
レ
キ
ソ
・
グ
ラ

ビ
ア
等
、
①
～
⑤
に
該
当
し
な

い
場
合
） 

⑦
ア
イ
デ
ア
開
発
部
門
（
機
能

性
・
新
規
性
・
創
造
性
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
作
品
） 

 

機
種
・
版
式
・
通
し
回
数
等

は
一
切
問
い
ま
せ
ん
。 

応
募
部
門
：
規
定
課
題(

⑧
～

⑨) ※
今
回
の
規
定
課
題
は
技
術
委

員
会
の
発
案
で
作
成
致
し
ま
し

た
。 

⑧
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
平
圧
式
凸

版
印
刷
） 

⑨
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
輪
転
・
ま

た
は
間
歇
輪
転
式
凸
版
印
刷
） 

 

⑧
部
門
は
デ
ボ
ス
・
エ
ン
ボ

ス
部
分
の
デ
ー
タ
ー
は
自
社
で

補
正
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

墨
版
・
赤
版
は
デ
ー
タ
ー
の

補
正
は
不
可
と
し
ま
す
。 

⑨
部
門
は
製
版
時
に
お
け
る
デ

ー
タ
ー
の
補
正
は
可
と
し
ま
す
。 

応
募
点
数 

⑧
⑨
部
門
は

1

部
門
に
つ
き
、

１
社
１
点
に
限
る
。 

①
～
⑦

部
門
は
点
数
制
限
な
し
。（
た
だ

し
類
似
作
品
を
２
点
以
上
出
す

と
審
査
が
不
利
に
な
り
ま
す
） 

応
募
規
定 

応

募

者

は

作

品

を

下

記

に

よ
り
用
意
し
、
期
限
以
内
に
連

合
会
事
務
局
に
送
付
す
る
。 

①
各
所
属
協
組
に
配
布
さ
れ
た
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
作
品
を
セ
パ
レ
ー
タ
ご
と 

貼
り
付
け
た
も
の
３
部
。（
審
査

会
で
主
に
使
用
す
る
）
セ
パ
の

張
り
替
え
は
失
格
と
し
ま
す
。 

②
作
品
を
１
枚
カ
ッ
ト
に
し
た

も
の
一
〇
〇
枚
（
作
品
ア
ル
バ

ム
に
使
用
す
る
た
め
。
及
び
、 

世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
他

国
の
審
査
委
員
に
渡
す
の
で
美

品
が
必
要
） 

③
連
続
印
刷100

枚
の
ロ
ー
ル

状
の
作
品
（
印
刷
の
バ
ラ
つ
き

を
判
定
す
る
た
め
。
及
び
、 

世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
連

続
印
刷
の
証
明
と
し
て
持
参
す

る
た
め
に
必
要
。
規
定
課
題 

⑨
を
除
く
） 

連
続
作
品
の
提

出
が
出
来
な
い
場
合
は
そ
の
理

由
を
明
記
す
れ
ば
協
議
の
上
、

審
査
対
象
に
な
り
ま
す
。 

受
付
開
始 

平
成
三
十
年
四
月
二
日(

月) 

応
募
〆
切 

平
成
三
〇
年
六
月
十
一
日(

月)

連
合
会
に
必
着 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

http://w
w

w
.seal.gr.jp/ 

  

 

                                 

http://www.seal.gr.jp/


      

恒
例
の
「
第
十
九
回
ラ
ベ
ル

関
連
ミ
ニ
機
材
展
」
は
、
二
月

十
七
日(

土)

午
前
十
時
よ
り
、

台
東
区
柳
橋
の
「
東
商
セ
ン
タ

ー
」
に
於
い
て
、
十
五
社
が
出

展
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

毎
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
年
次
大

会
が
十
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
た
め
、
二
月
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

 

今
回
出
展
し
た
の
は
丸
伸
製

作
所
、
創
風
シ
ス
テ
ム
、
サ
ン

ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
、
塚
谷
刃
物
製 

 

     
 

作
所
、
サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
、
内

田
マ
シ
ナ
リ
ー
、
村
田
金
箔
、 

王
子
タ
ッ
ク
、
日
本
ウ
エ
ス
ト
、

三
條
機
械
製
作
所
、
ト
ー
ヨ
ー

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
久
保
井

イ
ン
キ
、
光
文
堂
東
京
支
社
、

デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ
ル
テ
ッ
ク

工
業
の
十
五
社
で
し
た
。 

 

各
社
と
も
最
新
鋭
の
機
材
を

出
展
し
、
目
立
っ
た
の
は
環
境

に
配
慮
し
た
資
材
や
、
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
タ
ー
、
二
次
加
工 

 

省
力
機
な
ど
で
、
売
り
込
み
に

懸
命
な
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

今

回

は

午

前

十

一

時

よ

り

ラ
ベ
ル
新
聞
社
編
集
部
の
内
田

夏
樹
氏
が
「
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン

タ
ー
の
現
状
と
今
後
」
と
題
し

た
講
演
会
を
行
い
、
今
最
も
タ

イ
ム
リ
ー
な
話
題
だ
け
に
関
心

を
集
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
午
後
一
時
半
よ
り
は

出
展
希
望
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
各
社

と
も
短
い
持
ち
時
間
の
中
で
一

生
懸
命
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。 

今
回
も
昨
年
行
わ
れ
た
「
第

二
十
七
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
が
展
示

さ
れ
、
手
に
取
っ
て
真
剣
に
見

入
る
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

 

 
 

 

世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

十
部
門
で
八
社
が
受
賞 

 

 

第

二

十

九

回

ラ

回

ラ

ベ

ル

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
こ
の
ほ
ど
審

査
結
果
を
発
表
し
、
日
本
か
ら

十
部
門
で
八
社
が
入
賞
し
ま
し

た
。
連
合
会
の
受
賞
部
門
と
企

業
は
次
の
通
り
。 

【
最
優
秀
賞
】
フ
レ
キ
ソ
（
ワ

イ
ン
、
酒
）
タ
カ
ラ
▽
レ
タ
ー

プ
レ
ス
（
線
画
と
網
点
）
丸
信

▽
同
（
カ
ラ
ー
プ
ロ
セ
ス
）
サ

ト

ー

プ

リ

ン

テ

ィ

ン

グ

▽

同

（
ワ
イ
ン
、
酒
）
サ
ト
ー
プ
リ

ン

テ

ィ

ン

グ

▽

オ

フ

セ

ッ

ト

（
カ
ラ
ー
プ
ロ
セ
ス
）
進
和
ラ

ベ
ル
印
刷
▽
同
（
ワ
イ
ン
、
酒
）

精
英
堂
印
刷
▽
複
合
（
カ
ラ
ー

プ
ロ
セ
ス
）
サ
ン
メ
ッ
ク
▽
新

規
開
発
（
印
刷
方
式
不
問
）…

シ
バ
タ
セ
ス
コ 

【
審
査
員
特
別
賞
】
複
合
（
ワ

イ
ン
、
酒
）…

（
株
）
丸
信
▽

ス
ク
リ
ー
ン
印
刷…

シ
ー
ベ
ル

産
業
（
株
） 

印
刷
方
式
別
の
「
ベ
ス
ト
オ
ブ

ザ
ベ
ス
ト
」
は
九
月
、
米
シ
カ

ゴ
で
発
表
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
連
合
会
は
五
月
三
〇

日
（
水
）
の
通
常
総
会
後
の
懇

親
会
で
授
与
式
を
開
催
す
る
。 

                 
 

              
 

 

第
十
九
回
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
が 

出
展
十
五
社
が
最
新
鋭
機
材
を
展
示 

デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
現
状
に
つ
い
て
の
講
演
も 

プレゼンテーションに聞き入る参加者  

最新鋭機材が一堂に展示された会場  

ラベル新聞社の内田夏樹氏が講演  



     
■

社
会
保
険
は
国
で
加
入
す
る

保
障
制
度
の
総
称 

給
与
明
細
か
ら
、
毎
月
差
し

引
か
れ
て
い
る
社
会
保
険
料
で

す
が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
時
に
役

に
立
つ
の
か
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？  

  

社
会
保
険
と
は
、
国
で
強
制

的
に
加
入
す
る
保
障
制
度
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
社
会
保
険
が

カ
バ
ー
し
て
い
る
範
囲
は
実
に

広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に

あ
っ
て
も
最
低
限
の
暮
ら
し
が

維
持
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

民

間

の

保

険

に

加

入

す

る

と
き
に
は
、
自
分
の
加
入
す
る

社
会
保
険
の
保
障
内
容
を
先
に

調
べ
て
、
そ
れ
で
は
足
り
な
い

分
を
民
間
保
険
で
上
乗
せ
し
ま

し
ょ
う
。
知
っ
て
い
る
と
一
生

役
に
立
つ
知
識
な
の
で
、
こ
の

機
会
に
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
し
ま

い
ま
し
ょ
う
。 

■

給
与
明
細
に
「
社
会
保
険
」
と

は
書
か
れ
て
い
な
い
が 

 

「
社
会
保
険
」
と
は
左
記
五
つ 

の
保
険
の
総
称
で
す
。
そ
の
た 

    

め
、
給
与
明
細
を
見
て
も
「
社

会
保
険
」
と
い
う
項
目
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

健
康
保
険 

通
院
・
入
院
、
長

期
休
業
時
の
生
活
保
障
、
出
産

費
用
、
産
休
中
の
生
活
保
障 

介
護
保
険 

介
護
予
防
、
要
介

護
時
の
ケ
ア 

 

年
金
保
険 
遺
族
の
生
活
保
障
、

障
害
状
態
の
生
活
保
障
、
老
後

の
生
活
保
障 

雇
用
保
険 

失
業
時
の
生
活
保

障
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

労
災
保
険 

業
務
に
か
か
わ
る

病
気
や
ケ
ガ
、
休
業
中
の
生
活

保
障 

 

こ
の
よ
う
に
、
な
に
か
困
っ

た
事
態
が
お
き
た
と
き
に
は
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
現
金
ま
た

は
現
物
支
給
で
あ
る
程
度
の
保

障
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

な
お
、
労
災
保
険
は
従
業
員

の
た
め
に
会
社
が
保
険
料
を
負 

担
し
て
い
る
た
め
、
個
人
負
担 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
は

四
〇
歳
か
ら
加
入
す
る
た
め
、

三
九
歳
ま
で
は
保
険
料
負
担
は 

    

あ
り
ま
せ
ん
。
三
九
歳
以
下
の

会
社
員
の
給
与
明
細
を
見
る
と
、

健
康
保
険
料
・
年
金
保
険
料
・

雇
用
保
険
料
の
三
つ
が
差
し
引

か

れ

て

い

る

事

が

分

り

ま

す
。   

■

会
社
員
・
公
務
員
の
社
会
保

険 健
康
保
険
・
介
護
保
険 

会
社
員
は
、
会
社
の
健
康
保
険

（
健
康
保
険
組
合
、
も
し
く
は

協
会
け
ん
ぽ
）
と
、
厚
生
年
金

に
加
入
し
ま
す
。
保
険
料
は
、

給
料
の
一
定
割
合
を
会
社
と
個

人
で
半
分
ず
つ
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
大
手
企
業
は
独
自
に
健
康
保

険
組
合
を
持
つ
と
こ
ろ
も
多
い

の
で
す
が
、
世
の
中
の
大
半
の

会
社
は
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
東
京
都
の
場
合
、

平
成
二
九
年
九
月
分(
一
〇
月 

納
付
分)

か
ら
の
保
険
料
率
は
、

給
与
（
標
準
報
酬
月
額
）
の
九
・

九
一
％
で
、
本
人
負
担
は
そ
の 

半
分
の
四
・
九
五
五
％
と
な
り 

ま
す
。
保
険
料
は
都
道
府
県
ご

と
に
決
ま
り
ま
す
。 

厚
生
年
金
保
険 

    

厚
生
年
金
保
険
料
は
、
平
成

二
九
年
一
〇
月
納
付
分
か
ら
一

八
・
三
％
（
本
人
負
担
は
九
・

一
五
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
厚

生
年
金
の
保
険
料
率
は
、
平
成

一
六
年
か
ら
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

二
九
年
九
月
を
最
後
に
引
上
げ

が
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
の
厚

生

年

金

保

険

料

率

は

一

八

・

三
％
で
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
平
成
二
七
年
一
〇
月

か
ら
、
公
務
員
の
加
入
す
る
共

済
と
会
社
員
の
加
入
す
る
厚
生

年
金
が
、
ど
ち
ら
も
厚
生
年
金

と
し
て
一
元
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

年
金
に
は
、
老
齢
年
金
・
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
と
大
き
く

三
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。
厚

生
年
金
加
入
者
は
、
六
五
歳
か

ら
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し

て
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
で
き

ま
す
。 

  
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。 

https://allabout.co.jp/gm
/

gc/312589/ 

     
                            

 
 

い
ま
さ
ら
人
に
は
聞
け
な
い
常
識
に
つ
い
て
② 

あ
な
た
は
社
会
保
険
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

https://allabout.co.jp/gm/gc/312589/
https://allabout.co.jp/gm/gc/312589/


Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
８ (

国
際

総
合
印
刷
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＆
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展)

は
、
七
月
二

十

六

日(
木)

か

ら

三

十

一

日

(

火)

ま
で
の
六
日
間
、
東
京
ビ

ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

同
展
示
会
は
、
プ
リ
プ
レ
ス
、 

プ
リ
メ
デ
ィ
ア
、
印
刷
、
製
本
、

紙
工
、
ラ
ベ
ル
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
連 

 

の
最
新
機
材
・
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
を
一
堂
に
会
し
た
国
際
総
合

印
刷
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
＆
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
展
で
す
。 

最

新

技

術

や

様

々

な

ソ

リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
と
と

も
に
印
刷
産
業
の
未
来
を
展
望

で
き
る
場
と
す
る
。
ま
た
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
人
材
の
国
際
交
流
を

図
り
、
印
刷
産
業
お
よ
び
関
連

産
業
の
活
性
化
と
興
隆
に
貢
献 

      

東

京

都

労

働

局

は

今

年

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
連

続
休
暇
に
す
る
た
め
に
、「
仕
事

休
も
っ
化
計
画
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。 

チ

ー

ム

の

サ

ポ

ー

ト

が

あ

れ
ば
仕
事
も
休
日
も
も
っ
と
輝

く
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
欧
米

に
比
べ
て
有
給
休
暇
の
取
得
率

が
低
い
日
本
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど
を
う
ま
く
利

用
す
れ
ば
十
日
間
以
上
の
連
続

休
暇
が
と
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。 

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
は
、

心
身
の
疲
労
回
復
な
ど
の
た
め

に
大
切
な
こ
と
で
す
。 

す
る
も
の
で
す
。 

前

回

の

Ｉ

Ｇ

Ａ

Ｓ

２

０

１

５
は
、
三
四
五
社
、
二
六
八
八

小
間
で
期
間
中
五
六
，
五
三
三

人
が
来
場
し
ま
し
た
。 

今

回

は

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷
協
同
組
合
連
合
会(

田
中
祐

会
長)

主
催
の
第
六
十
回
年
次

大
会
が
期
間
中
の
七
月
二
十
七

日(

金)

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
ま
す
。 

 
     

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
年
次
有

給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境

は
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
仕
事

の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
や
優
秀
な
人

材
の
確
保
に
つ
な
が
る
な
ど
、

企
業
と
従
業
員
の
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

 

是
非
こ
の
機
会
に
労
使
双
方

が
一
体
と
な
っ
て
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
長
期
休
暇
を
考
え

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

■

従
業
員
の
皆
さ
ん
へ 

今

度

の

ゴ

ー

ル

デ

ン

ウ

ィ

ー
ク
に
つ
な
げ
て
「
プ
ラ
ス
ワ

ン
休
暇
」
を
取
得
し
、
連
続
休

暇
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

仕
事
と
同
じ
よ
う
に
、
上
司

や
同
僚
な
ど
チ
ー
ム
で
協
力
し

て
年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的
に

取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま

し
ょ
う
。 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
繁

忙
期
に
当
た
る
な
ど
連
続
休
暇

の
取
得
が
難
し
い
場
合
は
、
そ

の
前
後
の
期
間
に
交
代
で
連
続

休
暇
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。  

■

経
営
者
人
事
担
当
者
の
皆

さ
ん
へ 

年

次

有

給

休

暇

の

う

ち

五

日
を
除
い
た
残
り
の
日
数
に
つ

い
て
は
、
労
使
協
定
に
よ
り
計

画
的
に
取
得
日
を
割
り
振
る
こ

と
が
で
き
る
「
計
画
年
休
」
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

「
計
画
年
休
」
で
は
、
全
従

業
員
に
対
し
て
同
一
の
日
に
割

り
振
る
方
式
（
一
斉
付
与
）
や

グ
ル
ー
プ
別
に
交
替
で
割
り
振

る
方
式
（
交
代
制
付
与
）
な
ど
、

企
業
の
実
態
に
合
わ
せ
て
方
法

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

土
日
・
祝
日
に
つ
な
げ
て
「
計

画
年
休
」
を
導
入
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

詳
細
は
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

                       
 

        
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
連
続
休
暇
に 

東
京
労
働
局
が
「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」
を
推
進 



■

爪
で
健
康
状
態
が
分
か
る 

爪

は

ケ

ラ

チ

ン

と

い

う

た

ん
ぱ
く
質
で
で
き
て
お
り
、
成

人
で
１
日
約

0.1m
m

伸
び
ま

す
。
健
康
な
爪
は
半
透
明
な
薄

い
ピ
ン
ク
色
で
艶
が
あ
り
ま
す
。

爪
の
色
や
形
が
お
か
し
か
っ
た

り
、
爪
の
状
態
が
悪
か
っ
た
り 

                す
る
場
合
は
、
な
ん
ら
か
の
病

気
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 
■

爪
を
見
て
分
か
る
の
は
い
つ

の
体
調
？ 

爪

の

横

線

は

現

在

の

病

状

を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、

数
週
〜
数
ヶ
月
前
に
起
き
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。 

■

爪
の
縦
す
じ 

こ

れ

は

年

を

と

っ

て

く

る

と
表
れ
て
く
る
も
の
で
、
病
気

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
化
現
象
な
の
で
す
。 

 

マ
ニ
キ
ュ
ア 

を
塗
っ
て
い

る
と
健
康
状
態
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
落

と
す
除
光
液
の
た
め
、
爪
の
成

分
が
溶
け
て
は
が
れ
た
り
、
割

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

爪
の
先
端
が
は
が
れ
て
白
く
濁

る
爪
甲
剥
離
症
と
い
う
病
気
の

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 ■

横
に
波
打
っ
て
い
る→

爪
甲

横
溝
（
そ
う
こ
う
お
う
こ
う
） 

爪
甲
横
溝
（
そ
う
こ
う
お
う

こ
う
）
と
は
、
つ
め
の
甲
を
横

に
走
る
水
平
の
溝
や
波
打
っ
た

溝
が
で
き
る
状
態
。 

爪

甲

横

溝

は

爪

母

に

何

ら

か
の
障
害
が
生
じ
て
、 

爪
甲
の

成
長
が
一
時
的
に
抑
制
さ
れ
た

た
め
に
生
じ
る
溝
で
す
。 

 
■

考
え
ら
れ
る
原
因 

 

最
も
多
い
の
は
高
熱
で
発
病

し
て
、
１
～
２
週
間
で
治
る
チ

フ
ス
、
猩
紅
（
し
ょ
う
こ
う
）

熱
な
ど
の
感
染
症
や
、
中
毒
の

場
合
で
す
。 

強

い

衝

撃

が

爪

に

加

わ

っ

た 

精
神
的
ス
ト
レ
ス 

甘

皮

の

傷

が

原

因

に

な

る

こ
と
も 

爪
の
根
元
の
部
分
、
天
川
の

所
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、

刺
激
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、

爪
の
再
生
の
際
に
変
化
が
生
じ
、

で
こ
ぼ
こ
の
爪
が
生
え
て
き
た

り
し
ま
す
。 

洗

剤

な

ど

に

よ

る

刺

激

で

も
起
こ
り
う
る
症
状
で
す
。 

手
の
湿
疹
、
炎
症
も
原
因
と

な
る
よ
う
で
す
。 

 
■

特
定
の
爪
だ
け
が
波
打
っ
て

い
る 全

身

的

な

疾

患

が

考

え

に

く
く
、
爪
周
囲
の
湿
疹
、
炎
症

が
原
因
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。 一

部

の

つ

め

の

変

化

の

時

は
、
爪
母
近
く
の
皮
膚
の
病
変

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
■

対
策 

指
先
、
手
先
を
い
つ
も
清
潔

に
保
ち
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
マ
ッ
サ

ー
ジ
な
ど
を
行
い
、
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
を
つ
け
る
と
き
に
は
、

爪
と
皮
膚
の
間
、
そ
し
て
爪
に

も
塗
り
、
夜
寝
る
時
に
は
、
保

湿
用
の
手
袋
で
し
っ
か
り
保
湿

し
て
爪
の
健
康
も
保
つ
事
が
で

き
る
様
に
す
る
。 

 
 

■

ど
の
指
の
爪
も
同
じ
よ
う
に

波
打
っ
て
い
る 

 

全
部
の
指
に
同
じ
幅
、
同
じ

深
さ
の
溝
が
揃
う
と
全
身
に
関

わ
る
慢
性
疾
患
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
内
科
で
判
定
し
て
も

ら
う
か
、
皮
膚
科
に
相
談
し
て

み
て
下
さ
い
。 

 ■

溝
が
深
い
場
合 

貧

血

等

の

血

液

系

ト

ラ

ブ

ル 

・
糖
尿
病 

・
亜
鉛
欠
乏
症 

等
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
場
合
に
は
皮
膚
科
又
は
内

科
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 ■

爪
を
治
す
に
は
？ 

体
調
が
回
復
し
、
ま
た
爪
の

周
り
の
円
症
が
治
ま
れ
ば
、
こ

の
横
溝
は
爪
の
成
長
と
と
も
に

前
に
押
し
出
さ
れ
て
消
え
て
い

き
ま
す
。 

爪
は
“
健
康
を
診
る
鏡
”
な

の
で
す
。 

 

《
参
考
資
料
》 

https://m
atom

e.naver.j
p/odai/2138108217216881
001 

No151 健康がいちばん !    

爪は健康のバロメーター 

病気のサインかも知れません 

 

https://matome.naver.jp/odai/2138108217216881001
https://matome.naver.jp/odai/2138108217216881001
https://matome.naver.jp/odai/2138108217216881001

